
画像検査のプロ

「診療放射線技師」

検査について患者さんの
不安を解消します！

❶各種検査の実施…超音波検査（エコー）、レントゲン、MRI、CT、RIなどの画像検査を行いま

　す。肝炎・肝がん・脂肪性肝疾患患者さんの検査をすることも多いです。

❷放射線治療や血管造影、TACE（肝動脈化学塞栓療法）等の治療メンバー…毎回、患者さんと

　お会いするので、コミュニケーションを取る機会があります。

❸市民公開講座、肝臓病教室の普及啓発…院内・院外の啓発活動にも参加します。

❹災害時には画像検査や被爆線量測定を実施するなどの活動もしています。

診療放射線技師ってこんなお仕事です！
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不安なことや疑問に思うこと
はないですか？
定期的に検査を
受けられていて、
素晴らしいです！

金属で作られたバッジは、MRIなどに入る放射線技師は
つけられないんです…

＜放射線技師あるある＞肝Coバッジがつけられない！

放射線技師
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診療放射線技師の肝Co 活動事例

腹部超音波検査でコミュニケーションを図り
患者さんの不安を軽減する

診療放射線技師が関わる肝疾患の検査はCTやMRIなどたくさんありま
すが、なかでも腹部超音波検査は、個室で行い時間もかかるため、声をか
けやすい環境にあります。コミュニケーションを図ることで、検査に対
する不安を解消することができます。画像を見ながら脂肪性肝疾患に関
して話をするきっかけにもなります。

こんな

活動も
! 検査の待ち時間を利用してできることもあります！

ポスターを掲示する
検査待ちの時間に見てもらえるよう、啓発ポスターを掲示！（定期検査につながるような内容だと
より良いかもしれません）

検査の内容について説明をする
「検査」という言葉だけで患者さんは「検査で何がわかるの？」「痛い？」「どれくらいの時間がかか
る？」と分からないことだらけで不安を感じるもの。そんな患者さんに検査について分かりやすく
説明し、不安解消につなげることができるのが診療放射線技師の強みです！

ホップ★

身近な医療者と連携するための人脈づくり
診療放射線技師だけで集まると情報が偏りがち。看護師や栄養士などと連携することで多職種とも情
報を共有でき、自分の勉強にもなります。

コミュニケーションしながら、寄り添ったケアを提供
放射線治療やTACE（肝動脈化学塞栓療法）を受ける肝がんの患者さんは、多くの不安をもって治療を
受けています。その際、スタッフがいつも声をかけることで、安心感につながることもあります。

ステップ★★

院内・院外の啓発活動に参加する
肝臓病教室や市民公開講座に参加し、検査の必要性や内容について啓発します。イベントの場で実際
に検査を行うこともあります。

ジャンプ★★★



診療放射線技師の強みを活かそう
肝炎は定期検査が重要！

診療放射線技師は整形外科領域ではＸ線撮影検査等に携わる機会が多くあります。術前に肝炎ウイ

ルス検査で陽性が判明しても、その後に精密検査を受けていない人がいます。そのような方々を受診

へつなげる役割を担えるのではないでしょうか。また、骨密度測定は高齢者が多く、肝炎を啓発する

チャンスを見つけやすいかもしれません。

肝炎患者さんは治療中も、治療後も定期検査を継続しなければいけません。診療放射線技師は患者

さんと顔見知りになりやすいです。ドロップアウトを防ぐための活動も私たちの大事な役割です！

脂肪性肝疾患が増えている今こそ、診療放射線技師の役割が重要です。脂肪性肝疾患が見つかった場

合「どうしたらいいですか？」と聞かれることがあります。ただし、診断にかかわることは話せません

が、検査の必要性ならば説明できますよね。お伝えできる情報や渡せるチラシなどを用意しておくな

ど、事前に医師と連携しておくこともポイントです。

定期検査を啓発するポスターを貼ることは、
診療放射線技師の業務と一致しますね！

TVで
観たんだけど…
脂肪肝の検査って
できますか？

痛くない
検査ですよ診断するには、

腹部エコー検査が
必要です

活躍

ポイン
ト

❶
定期検査のドロップアウトを防ぐ

活躍

ポイン
ト

❷
画像検査を通じて脂肪性肝疾患を啓発

活躍

ポイン
ト

❸
整形外科の術前検査から精密検査へ

ヨッシャ !



先輩肝Coからのアドバイス

患者さんとのコミュニケーションのコツ
・「今日は定期の検査ですね」など、思い切って話しかけてみましょう。

・腹部超音波検査時は声かけの一番のチャンスです。

・検査の不安や疑問を解消し、落ち着くように声をかけましょう。

・チラシやパンフレットなどを用意して渡すこともコツです。

肝Coとしての活動を広げるコツ
・肝臓専門医と連携すると活動がしやすくなります。

・院内感染対策委員や医療安全委員会をきっかけに活動が広がる場合もあります。

・これをやってみたい！と声を出してみましょう。何かできることがないかみんなと一緒

　に話し合うことでチームとして活動ができるかもしれません。

・診療放射線技師会や患者会とのコラボレーションで活動が広がります。

肝Coの仲間を増やすコツ
・自分の活動を見て、肝Coの研修を受けてくれた後輩がいます。

・看護師や事務にも声をかけることで連携ができるようになりました。

・多職種とコラボして知識を増やせば、連携した活動がしやすくなります。

肝臓病教室 ・ 市民公開講座などで使えるネタ
・ 脂肪性肝疾患の画像を使ったクイズを出す。
・ 大画面でエコーの画像や最新の検査についてデモンストレーションする。

MRIや、CTなど閉鎖的な空間での検査を初めて受け
られる患者さんはとても不安です。
検査の時間や、痛みがないことなど検査の詳細につい
てわかるチラシやパンフレットを用意して渡すこと
で患者さんの不安軽減につながります。




